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今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
す

　
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
必
ず
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

投
票
日

◎
府
議
会
議
員
選
挙
＝
４
月
７

日


◎
市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
市

長
選
挙
＝
４
月
　
日


２１

※
い
ず
れ
も
、
午
前
７
時
～
午

後
８
時
。

市
役
所
と
金
剛
連
絡
所
で

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
事
情

で
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
予
想
さ
れ
る
人
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　「
仕
事
に
従
事
す
る
予
定
の

あ
る
と
き
」「
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い

物
、
旅
行
な
ど
何
ら
か
の
用
事

で
、
投
票
区
外
に
滞
在
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
き
」「
病

気
、
負
傷
、
妊
娠
、
身
体
の
障

が
い
な
ど
の
た
め
、
歩
行
が
困

難
で
あ
る
と
き
」「
天
災
ま
た
は

悪
天
候
に
よ
り
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
見
込
ま

れ
る
と
き
」

◎
府
議
会
議
員
選
挙
＝
３
月
　３０

日

～
４
月
６
日


◎
市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
市

長
選
挙
＝
４
月
　
日

～
　
日

１５

２０

※
い
ず
れ
も
、
土
・
日
曜
日
を

含
む
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時
。

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
お
よ
び
金
剛
連
絡
所
２

階
ホ
ー
ル

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者

投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
ま
た
は
介
護
保
険

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
で
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
自

宅
な
ど
で
郵
便
な
ど
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
記
載
内

容■
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
、

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
が

１
・
２
級
の
人

■
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

■
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１

～
３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
の
記
載
内
容

■
両
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
の
障

が
い
が
特
別
～
第
２
項
症
の
人

■
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
～
第
３
項

症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
記
載

内
容
 

■
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

さ
あ
投
票

選
挙
の
主
役
は

あ
な
た
で

さ
あ
投
票
　
選
挙
の
主
役
は
　
あ
な
た
で
すす

府
議
会
議
員
選
挙
《
投
票
日
４
月
７
日

》

市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙
《
投
票
日
４
月
　
日

》

２１

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
証
明
書
に
は
有
効

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
で

に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

※
投
票
用
紙
は
、
同
証
明
書
を

添
え
て
投
票
日
の
４
日
前
ま
で

に
同
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投

票　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

春
の
全
国
火
災
予
防
運

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動動
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忘
れ
て
な
い
？
　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
　
火
の
確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
こ

の
時
期
に
、
火

災
に
よ
る
死
傷

者
の
発
生
を
防

ぎ
、
被
害
の
軽

減
を
図
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ん
に
防
火
の
重
要

性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
一
時
的
に
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す

る
と
滞
在
先
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
同

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

※
郵
送
で
の
手
続
き
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

め
、
３
月
１
日

～
７
日

に

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
防

止
対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な

復
旧
復
興
や
被
災
者
支
援
を
す

る
た
め
、
各
種
団
体
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
積
極
的
に
結
ん

で
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
中
に
締
結
し
た

３０

協
定
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
各
種
団

体
と
の
協
定
締
結
を
推
進
し
、
大

規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

各
種
団
体
と
災
害
時
の

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す

災害による被害を最小限に～久野喜
台二丁目に自主防災会が誕生～ 

　新たに、久野喜台二丁目に自主防災会が結成

され、ヘルメットやシャベル、ハンマー、バー

ル、担架などの防災資機材が配備されました。

　今後、日頃の防災活動や地域で発生した災害

へのいち早い対応など、地域防災の柱として住

民の安全を確保するための活発な活動が期待さ

れます。

●自主防災組織を結成しましょう

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たち

で守る」という、地域住民の強い信念と連帯感

に基づいて、自主的に結成する防災組織です。

若い世代を含めた一人一人の「力」が必要です。

　災害に強い地域を作るために自主防災組織を

結成しましょう。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)１１２５〕
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近
年
、
地
震
や
豪
雨
、
台
風

に
よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
て

お
り
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
に
は
、
災
害
に
対

す
る
備
え
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
本
市
で
も
昨
年
９
月
に
来
襲

し
た
台
風
第
　
号
に
よ
り
、
住

２１

宅
や
農
業
施
設
な
ど
に
大
き
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害

時
、
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
を

い
ち
早
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
防
災
無
線
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
市
役
所

に
設
置
し
た
親
局
か
ら
、
災
害

危
険
箇
所
な
ど
に
設
置
し
た
子

局
へ
防
災
情
報
を
無
線
で
送
信

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
風
水
害
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾

濫
な
ど
の
発
生
の
危
険
性
が
高

ま
っ
た
と
き
、
避
難
勧
告
な
ど

の
情
報
を
い
ち
早
く
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
災
害
発
生
時
な
ど
に
は
、
子

局
か
ら
親
局
へ
の
緊
急
連
絡
も

可
能
で
、
こ
れ
ま
で
に
災
害
危

険
区
域
や
市
立
小
学
校
な
ど
市

内
　
カ
所
に
子
局
を
設
置
し
て

４４
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
「
Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
ジ
ェ

イ
・
ア
ラ
ー
ト
）」
に
接
続
し
、

国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
地
震
や

武
力
攻
撃
な
ど

の
対
処
に
時
間

的
余
裕
の
な
い

緊
急
事
態
の
情
報
を
受
信
し
、

自
動
で
市
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
達

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

３
月
よ
り
定
期
放
送
の
時

間
が
午
後
６
時
に
変
わ
り

ま
す

　
防
災
無
線
を
活
用
し
、
災
害

発
生
時
に
備
え

た
平
常
時
の
放

送
点
検
と
、
子

ど
も
た
ち
に
帰

宅
を
呼
び
掛
け

る
た
め
に
定
期

放
送
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

と
き
・
内
容
　

毎
日
、
午
後
６
時
（
　
月
～
翌

１０

年
２
月
ま
で
は
午
後
５
時
）、

童
謡
「
夕
焼
け
小
焼
け
」（
メ
ロ

デ
ィ
の
み
）

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

災害時に備えて

防災無線を整備しています
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な
お
、
シ
ー
ル
は
世
帯
の
人

数
ご
と
に
分
け
て
発
送
す
る
た

め
、
同
じ
地
域
、
同
じ
住
所
で

あ
っ
て
も
到
着
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

ご
み
の
分
別
に
関
す
る
情
報
や

収
集
の
曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
種
類
、

枚
数
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
　
日

を
過
ぎ
て
も

２８

シ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、

衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～
１
４

６
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

シ
ー
ル
の
交
付
申
請
（
住
民

登
録
を
し
て
い
な
い
人
）

　
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
本
市
に

居
住
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す

る
も
の
（
住
所
と
氏
名
が
記
載

さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の
領
収

書
、
賃
貸
契
約
書
、
郵
便
物
の

コ
ピ
ー
な
ど
）
と
印
鑑
を
持
参

し
、
衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡

所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
は
４
月
よ
り
使
用

で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色

分
け
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
３１

度
の
シ
ー
ル
は
、
４
月
の
収
集

よ
り
使
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、　

年
度
の
シ
ー
ル
が

３０

残
っ
て
い
る
場
合
は
、　

年
３

３２

月
　
日

ま
で
継
続
し
て
使
用

３１
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

シ
ー
ル
の
返
還

　
転
出
な
ど
に
よ
り
本
市
か
ら

引
っ
越
し
さ
れ
る
場
合
は
、
転

出
届
の
際
に
シ
ー
ル
を
返
還
し

て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ー
ル
は
譲
渡
禁
止
で
す
。

他
の
人
に
譲
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送

で
配
布
し
ま
す

　
茶
色
の
封
筒
に
、
シ
ー
ル
と

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
保
存
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投

函
し
ま
す
。
３
月
　
日

～
　

１４

２７

日

の
間
に
郵
送
で
配
布
し
ま

す
の
で
、
期
間
中
は
ポ
ス
ト
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成333333333333333333333111111111111111111111年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年平成31年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分

　「
た
だ
い
ま
」
と
元
気
の
い
い

子
ど
も
た
ち
の
声
に
、「
お
か
え

り
」
と
笑
顔
で
迎
え
る
ス
タ
ッ

フ
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
で
あ
る
「
子

ど
も
食
堂
」
は
、
市
内
5
カ
所

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
　
年
３０

　
月
に
1
カ
所
増
え
て
（
左
記

１１参
照
）、
現
在
6
カ
所
で
子
ど

も
た
ち
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
知
名
度
が
上
が
る
に
伴
い
、

「
こ
の
お
米
を
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
提
供
の

申
し
入
れ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と

子
ど
も
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
登
録
者
数
も
増

え
、
子
ど
も
食
堂
の
応
援
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

●
子
ど
も
食
堂
を
開
設
し
た

い
・
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

携
わ
り
た
い
人

　
子
ど
も
食
堂
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
の
開
設
相
談
、

子
ど
も
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登

録
、
食
材
の
寄
贈
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

内
「
子
ど
も
食
堂
・
居
場
所
づ

く
り
運
営
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
」（
内
線
2
8
7
）

きんきうぇぶ こども食堂

～平成３０年１１月、新たに開設～

　地域の子どもたちが安心して集

える居場所として、無料のプログ

ラム教室

や絵本の

読み聞か

せなど、

さまざま

なレクリ

エーショ

ンを企画しています。

とき　第３水曜日、午後６時～７

時３０分

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ

（小金台二丁目５の１０）

問い合わせ　寺田さん〔(２９)

００１９〕
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芸
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こ
ど
も
食
堂
が
ま
す
ま
す
充
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

～～～～～～～～～～
新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたた
なななななななななな
食食食食食食食食食食
堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂
のののののののののの
開開開開開開開開開開
設設設設設設設設設設

～
新
た
な
食
堂
の
開
設
、、、、、、、、、、、

支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援
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ポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーー
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募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集
しししししししししし
てててててててててて
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
～～～～～～～～～～～
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５

　
本
市
で
は
、
保
護
者
が
仕
事

な
ど
で
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
場
合
に
、
小
学
６
年
生
ま
で

の
病
気
の
お
子
さ
ん
を
専
用
ス

ペ
ー
ス
で
一
時
的
に
保
育
す
る

病
児
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
年
度

ご
と
に
事
前
の
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。

実
施
施
設
　
済
生
会
富
田
林
病

院
内
保
育
施
設
「
な
で
し
こ
保

育
園
」

保
育
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）、
午
前

８
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

利
用
期
間
　
１
回
に
つ
き
最
長

１
週
間

定
員
　
１
日
あ
た
り
最
大
４
人

利
用
予
約
の
受
け
付
け

・
前
日
ま
で
の
予
約
＝
月
～
金

曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）、
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
４５

・
当
日
予
約
＝
午
前
８
時
　
分
３０

～
９
時
　
分
３０

平
成
　
年
度
利
用
者
の
      

３１

事
前
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　
３
月
１
日

～
、
利
用
登
録

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
こ
ど
も
未
来
室
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

※
市
内
保
育
所
・
学
童
ク
ラ
ブ

利
用
者
は
利
用
施
設
へ
の
持
参

も
可
。

※
同
申
込
書
は
こ
ど
も
未
来
室

ま
た
は
市
内
保
育
所
・
学
童
ク

ラ
ブ
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

※
対
象
者
や
利
用
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
子
育
て
応
援
サ
イ
ト

「
Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」〔h

ttp
s://

to
n
-to
n
.jp

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
（
同
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
６
）

病児保育事業のご利用を
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対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

◆
平
成
　
年
４
月
２
日
以
降
に

３０

本
市
で
母
子
保
健
法
に
基
づ
く

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。

～
平
成
　
年
度
分
の
申
請
は
３
月
　
日

ま
で
～

30

29

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業業

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ

タ

ニ

テ
ィ
用
品
、
ベ

ビ
ー
用
品
な
ど

の
品
物

※
お
祝
い
品
は

準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
発
送

し
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け
　
３
月
　
日
２９


ま
で
（
妊
娠
の
届
け
出
を
す

る
際
に
、
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
都
市
魅
力
創
生
課
の
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に
お
祝
い
品

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す

子ども・子育て支援に関するニーズ調査
にご協力を

　本市では、平成２７年度からの５カ年を計画期間と

した「第１期子ども・子育て支援事

業計画」を策定し、子どもの保育や

教育、地域での子育てを総合的に支

援しています。

　同計画の期間が３１年度末で終了す

ることから、引き続き子育て施策を

推進していくために、現在、３２年度以降の指針とな

る第２期計画の策定に取り組んでいます。

　そこで、子ども・子育て支援などに関する施策の

必要性や、そのニーズを把握するための調査を実施

します。

　本調査は子ども・子育て支援法に基づき全国の市

町村で実施されているもので、いただいたご回答は

子ども・子育て支援施策充実のための大切な資料と

なりますので、調査票が届いたご家庭は、ご協力を

お願いします。

調査方法　小学生以下の子どもの中から無作為に抽

出した３７５０人に対し、３月上旬に発送（公立小学校

に在籍する児童には学校を通じて配布）

※封筒の宛名に記載された子どもの保護者が回答し

てください。

問い合わせ　こども未来室（内線203）

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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医
医
医
医
医
医
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医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医



６

ル
サ
イ
ト
で
す
。

　
大
阪
愛
に
あ
ふ
れ
た
動
画
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配

信
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
阪

を
「
知
っ
て
」

も

ら

い
、「
来

て
」
も
ら
い
、

「
住
ん
で
」
も

ら
い
、
そ
し
て

大
阪
に
住
ん
で

い
る
府
民
の
皆

さ
ん
に
地
元
大

阪
へ
の
「
誇
り
」

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
４
）

　
本
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
Ｆ
Ｃ
大
阪
と
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
富
田

林
テ
レ
ビ（
愛
称
・
と
ん
テ
レ
）
」

の

放

送

を
「
F
 R
  E
S
H

       

　

フ

レ

ッ

シ

ュ

 L
I
V
E
 」
無
料
チ
ャ
ン
ネ
ル

ラ

イ

ブ

を
活
用
し
て
配
信
し
て
い
ま
し

た
が
、
2
月
　
日
を
も
っ
て
無

１２

料
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
た
生

配
信
お
よ
び
ア
ー
カ
イ
ブ
（
過

去
の
放
送
）
の
サ
ポ
ー
ト
が
終

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
視
聴
方

法
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
富
田
林
テ
レ

ビ
の
視
聴
方
法

　
２
月
号
以
降
の
富
田
林
テ
レ

ビ
生
配
信
お
よ
び
ア
ー
カ
イ
ブ

に
つ
い
て
は
、「
O
S
A
K
A
 愛
 

め
い

 鑑
 」
の
富
田
林
市
の

か
んペ

ー
ジ
〔h

ttp
s
:/
/

m
e
ik
a
n
.o
s
a
k
a
/m

u
n
ic
ip
a
lity
-liv
e
/t

o
n
d
a
b
a
y
a
s
h
i-liv
e
/

〕
に
移

行
し
て
配
信
し
ま
す
。

※
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
は
、

 Ｙ
ｏ
ｕ
 　

ユ

ー

 Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
 富
田
林
テ

チ

ュ

ー

ブ

レ
ビ
ア
カ
ウ
ン
ト〔h

ttp
s://w

w
w
.y
o
u
tu
b
e
.c
o
m
/c
h
a
n
n

e
l/U
C
zU
-V
X
B
iM
w
s
D
t6
1

w
O
jw
u
p
G
A

〕
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
愛
鑑
と

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
愛
鑑
と
はは

　
府
お
よ
び
市
町
村
の
人
や
物

の
魅
力
を
「
大
阪
か
ら
世
界
へ
」

配
信
す
る
た
め
の
動
画
ポ
ー
タ

プロサッカーを観戦しよう

　本市と包括連携協定を締結しているＦＣ大阪との

取り組みとして、市内在住・在学の人などを対象に、

無料観戦を主とした「富田林市民応援デー」を実施

します。

　プロスポーツを身近に感じるとともに、みんなで

一緒にＦＣ大阪の応援をしませんか。

とき　３月１７日、午後１時キックオフ

ところ　Ｊ－ＧＲＥＥＮ堺メインフィールド（堺市

堺区築港八幡町１４５）

対象者　①市内在住・在学の人、②市内の少年サッ

カークラブに所属している人

入場料　無料

申し込み　①は当日直接会場へ（免許証、保険証、

学生証など本人確認書類を持参してください）、②

は所属サッカークラブへ

問い合わせ　都市魅力創生課（内線４２４）

　
本
市
で
は
、
一
部
の
公
の
施

設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
民

間
事
業
者
な
ど
の
能
力
を
活
用

し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
今
年
度
で
指
定

期
間
が
満
了
す
る
施
設
に
つ
い

て
、
下
表
の
と
お
り
新
た
に
指

定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
各
施
設
所
管
課

新たに指定管理者

を指定しました

けあぱるの閉館時間が延長
されます

　４月２日より、けあぱるの健康

づくり・世代間交流施設（ウエルネ

スけあぱるなど）の閉館時間が延長

され、以下のご利用時間となりま

す。

会議室、クラフトルームなど

・火～土曜日＝午前９時～午後９時

・日曜日、祝日＝午前９時～午後５

時１５分

ウエルネスけあぱる（温水プール、

トレーニングルーム）

・火～土曜日＝午前１０時～午後８時

４５分

・日曜日、祝日＝午前１０時～午後５時

問い合わせ　けあぱる〔(２８)８６００〕

富
田
林
テ
レ
ビ
の
視

富
田
林
テ
レ
ビ
の
視
聴聴

方
法
が
変
わ
り
ま

方
法
が
変
わ
り
ま
すす
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保険料の納付は便利な口座振替で

　普通徴収対象者の国民健康保険料、介護保険料、後期高

齢者医療保険料は、市より送付する納付書で保険料取扱金

融機関、コンビニエンスストア（後期高齢者医療保険料は

除く）または市役所で納めていただくことになっています。

　保険料のお支払いは、納期限ごとに自動的に指定の預（貯）

金口座から引き落としされる口座振替が便利で確実です。

　普通徴収対象者で口座振替を希望される人は、納入通知

書と通帳の印鑑、預（貯）金通帳を持参し、保険料取扱金

融機関、または国民健康保険料については保険年金課、介

護保険料については高齢介護課、後期高齢者医療保険料に

ついては福祉医療課で手続きをしてください。

　また、引き落としを希望する口座のキャッシュカード

（暗証番号の入力が必要）を市役所または金剛連絡所に持

参いただくだけで、簡単に金融機関への口座振替の手続き

ができるペイジー口座振替受付サービスの取り扱いもして

います。

　対応している金融機関は次のとおりです。

●ペイジー口座振替受付サービス対応金融機関

りそな銀行、三菱ＵＦＪ銀行、三井住友銀行、池田泉州銀

行、近畿大阪銀行、関西アーバン銀行、成協信用組合、ゆ

うちょ銀行（郵便局）

※４月１日より、近畿大阪銀行と関西アーバン銀行は合

併により関西みらい銀行となりますが、引き続き同サービ

スをご利用いただけます。

※一部取り扱いできないキャッシュカードがあります。詳

しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　保険年金課(内線１５２、１５６)、高齢介護課（内線

１７５、１７６）、福祉医療課（内線１５８、１５９）

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
事
業
の
運
営
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
大
切
な
財
源
で

す
。
必
ず
期
限
内
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
な

ど
の
対
応
を
取
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
る
世
帯
は
、
有
効
期
限
の

短
い
保
険
証
の
交
付
対
象
に
な

り
、
滞
納
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
通
常
の
被
保
険
者
証
の
代

わ
り
に
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

い
っ
た
ん
医
療
費
全
額
を
支
払

う
「
資
格
証
」
の
交
付
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

る
と
、
保
険
給
付
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
と
、
有
効
期
限

の
短
い
保
険
証
の
交
付
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
今
月
は
平
成
　
年
度
分
国
民

３０

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
最

終
納
付
月
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険

料
に
つ
い
て
は
保
険
年
金
課

（
内
線
１
５
２
、
１
５
６
）、
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
は
高
齢
介

護
課
（
内
線
１
７
５
、
１
７

６
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
つ
い
て
は
福
祉
医
療
課

（
内
線
１
５
８
、
１
５
９
）

　
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
な
ど
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
、
右
下
表
の
日
程
で

同
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
運

転
免
許
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

最
寄
り
の
会
場
で
受
講
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
で
な
い
人
も
受
講
で
き
ま
す

の
で
、
交
通
安
全
に
関
心
の
あ

る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
　
分
前
よ
り
受
け

３０

付
け
開
始
で
す
。

※
全
て
の
会
場
で
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。 春の交通安全講習会

を開催します

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
 Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 へ
車
で
お
越
し

ト

ピ

ッ

ク

の
場
合
は
、
市
役
所
駐
車
場
ま

た
は
市
営
東
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
会
場
の

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）　



８

e
s
s
d
a
y
.jp

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
府
で
は
、
同
啓
発
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、
府
内
の
主
要
建
物
を

同
啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
（
ブ
ル
ー
は

「
癒
し
」
や
「
希
望
」
を
表
し

ま
す
）。

と
き
　
４
月
２
日

、
日
没

（
午
後
６
時
　
分
ご
ろ
）
～
午

３０

後
　
時
１１

と
こ
ろ
　
万
博
記
念
公
園
太
陽

の
塔
、
大
阪
城
天
守
閣
、
通
天

閣
、
天
保
山
大
観
覧
車
（
予
定
）

※
天
保
山
大
観
覧
車
は
午
後
　１０

時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
　
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー「
ピ
ピ
ッ
と
ラ
イ
ン
」

〔

０
６
（
６
９
１
０
）
８
０

０
１
〕

　
毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が

定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
こ

の
日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
」
と
位
置
付

け
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
の

た
め
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
社

会
の
中
で
自
立
し
て
い
く
た
め

に
は
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る

私
た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必

要
で
す
。

　「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
と

「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」
を

契
機
と
し
て
、
自
閉
症
を
は
じ

め
と
す
る
発
達
障
が
い
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔h

ttp
:/
/
w
w

w
.w
o
r
ld
a
u
tis
m
a
w
a
r
e
n

毎
年
４
月
２
日

毎
年
４
月
２
日
はは
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「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

４
月
２
日
～
８
日

４
月
２
日
～
８
日
はは

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
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ででででででででででででででででででででででででででででででででで

「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
市
役
所
１
階
市
民
窓
口
課

で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
受

け
取
り
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
手
続
き
が
で
き
る
人

日
本
国
籍
を
有
し
、
か
つ
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
市
外
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
が
単
身
赴
任
な
ど
で
本

市
に
居
住
し
て
い
る
人
（
居
所

申
請
）

※
居
所
申
請
は
、
別
途
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
で
取
り
扱
い
で
き
る

業
務

①
新
規
申
請
、
切
替
新
規
申

請
、
訂
正
新
規
申
請
、
②
記
載

事
項
変
更
申
請
、
③
査
証
欄
増

補
申
請
、
④
紛
失
届

※
必
要
書
類
、
交
付
ま
で
の
所

要
日
数
な
ど
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早
赤

阪
村
に
お
住
ま
い
の
人
の
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
と
受
け
取
り
も

市
役
所
で
で
き
ま
す
。

●
市
役
所
で
の
受
付
時
間
な
ど

●
手
数
料

受
け
取
り
時
に
手
数
料
が
必
要

で
す
。

※
お
手
元
に
府
証
紙
が
あ
る
場

合
は
、
３
月
　
日

ま
で
引
き

３１

市市市市市市市市市市役役役役役役役役役役所所所所所所所所所所市役所でででででででででででパパパパパパパパパパススススススススススポポポポポポポポポポーーーーーーーーーートトトトトトトトトトパスポートののののののののののの

申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続ききききききききききががががががががががででででででででででききききききききききまままままままままま申請手続きができますすすすすすすすすすす

続
き
使
用
で
き
ま
す
。
４
月
１

日

以
降
の
受
け
取
り
は
、
現

金
の
み
の
納
付
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

府
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
も
手
続
き
で
き
ま
す

　
従
来
通
り
、
府
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６
９
４

４
）
６
６
２
６
〕
で
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
次
の
場
合
は
同
セ
ン

タ
ー
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

■
外
務
省
と
協
議
す
る
必
要
の

あ
る
特
殊
な
場
合

■
業
務
上
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
早
期
に
発

給
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

■
学
校
な
ど
か
ら
団
体
申
請
す

る
場
合

■
震
災
特
例
旅
券
を
申
請
す
る

場
合

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
一
般
旅

券
発
給
申
請
書
に
添
付
の
案

内
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
同
申
請
書

は
、
市
役
所
１
階
総
合
案
内
お

よ
び
金
剛
連
絡
所
、
そ
の
他
の

申
請
書
に
つ
い
て
は
市
役
所
１

階
市
民
窓
口
課
パ
ス
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
で
の
み
配
布
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
全
て
の
申
請
書

は
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
s://w

w
w
.m
o
fa
.g
o
.jp
/m

o
fa
j/to
k
o
/p
a
s
s
p
o
rt/d
o
w

n
lo
a
d
/to
p
.h
tm
l

〕
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
６
）

～４月１日より、府証紙～４月１日より、府証紙がが

使えなくなります　　　　　使えなくなります～～



９

　
す
ば
る
ホ
ー
ル
内
に
あ
る

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ズ
」
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
め
ざ
し
て
自
主
活
動
を

す
る
グ
ル
ー
プ
が
学
習
、
会

議
、
交
流
な
ど
の
た
め
に
使
用

で
き
る
部
屋
で
す
。

　
室
内
に
は
、
印
刷
機
、
貸
し

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

部
屋
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
グ
ル
ー
プ
登
録
が
必
要

で
、
活
動
内
容
や
会
員
構
成
な

ど
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ

登
録
グ
ル
ー
プ
を
募
集

　
ま
た
、
登
録
グ
ル
ー
プ
に
な

る
と
、
登
録
団
体
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
」

に
参
加
し
て
、
市
と
連
携
し
て

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
平
成
　
年
４
月
よ
り

３１

使
用
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
、
３
月
　
日

ま
で
に
申
請

１５

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
（
内

線
４
７
４
）
へ

男性の育児応援講座～パパと一緒にむかし
遊び＆ママはヨガでリラックス～

　パパと子どもで一緒に昔懐かしい遊びを楽しみま

しょう。

　ママは子育てから離れて、ヨガでリラックスしま

しょう。

とき　３月１６日、午前１０時～正午

ところ　市消防本部４階大講堂、視聴覚室

対象者　小学生以下の子どもと保護者

定員　１０組

受講料　１組５００円（おもちゃの材料費）

持ち物　ヨガマットまたはバスタオル

申し込み　３月１１日までに、講座名、参加者の住所、

氏名、年齢、電話番号を入力し、Ｅメールで人権政

策課〔（内線４７４）・Ｅメールjinken@city.tondabayashi

.lg.jp〕へ（申し込み多数の場合抽選、電話申し込み可）

※ヨガのみの申し込みはできません。

　
富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹

都
市
協
会
で
は
、
本
市
と
ア
メ

リ
カ
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
市
と
の
友

好
親
善
を
深
め
る
た
め
、
昭
和

　
年
よ
り
交
換
学
生
を
相
互
派

４８

遣
し
て
お
り
、
今
年
は
受
け
入

れ
の
年
に
な
り
ま
す
。

　
同
協
会
で
は
、
こ
の
夏
来
日

す
る
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　
交
換
学
生
は
３
人
で
、
滞
在

期
間
を
前
・
後
半
に
分
け
、
１

人
が
２
家
庭
に
滞
在
し
ま
す
。

家
庭
で
の
受
入
期
間
　
７
月
　２３

日

～
８
月
　
日

の
間
で
約

１２

　
日
間

１０募
集
件
数
　
６
家
庭
（
同
協
会

に
お
い
て
選
考
）

申
し
込
み
　
市
民
協
働
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
（
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
市
民
協
働
課
の
ペ
ー

ジ
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
３
月
　
日

ま
で
に
市
民

２９

協
働
課
内
同
協
会
事
務
局〔（
内

線
４
７
３
）
・

　
９
０
３
７
・

(２５)

Ｅ
メ
ー
ルk

y
o
u
d
o
@
c
ity
.to

n
d
a
b
a
y
a
sh
i.lg
.jp

〕
へ
（
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

●
説
明
会
を
開
催

　
交
換
学
生
の
受
け
入
れ
概
要

に
つ
い
て
説
明
後
、
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
　
日

、
午
前
　

２４

１０

時
～
　
時
１１

と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
２
０
１

会
議
室

申
し
込
み
　
３
月
　
日

、
午

２２

後
５
時
　
分
ま
で
に
、
同
事
務

３０

局
（
内
線
４
７
３
）
へ
　

※
説
明
会
へ
の
参
加
の
有
無

が
、
選
考
に
影
響
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
用
い
た
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
新
た
に
以
下
の
店
舗
で
同

サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
新
た
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
店
舗

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

・
イ
オ
ン

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
市
民
窓
口
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
）

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日

程で開設します。申請者本人がお越しください。

とき　３月３日、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
店
舗
が
拡
大
し
ま
す

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

交換学生交換学生のの

ホストファミリーホストファミリーをを

募集しま募集しますす



１０

　
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
自
殺
で
亡
く
な
る
人
は

全
国
で
年
間
約
２
万
１
３
０
０

人
で
、
府
内
で
も
約
１
２
０
０

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

で
あ
り
、「
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
次

の
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に

気
付
い
た
ら
、
温
か
く
寄
り
添

い
な
が
ら
、
悩
み
に
耳
を
傾

け
、
次
の
機
関
な
ど
へ
の
相
談

を
勧
め
、
じ
っ
く
り
と
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
〔

０
５
７
０
（
０
６

４
）
５
５
６
〕（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午
前

９
時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０

※
３
月
１
日

、
午
前
９
時
　３０

分
～
　
日

、
午
後
５
時
は
、

３１

　
時
間
体
制
で
相
談
を
受
け
付

２４け
ま
す
。

■
こ
こ
ろ
の
 Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
 電
話
相

ラ

イ

ン

談
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
登
録
を
し
、

無
料
通
話
機
能
で

ご
相
談
く
だ
さ

い
。
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
月
～

金
曜
日
、
午
前
９
時
　
分
～
午

３０

後
５
時
）

※
３
月
１
日

、
午
前
９
時
　３０

分
～
　
日

、
午
後
５
時
は
、

３１

　
時
間
体
制
で
相
談
を
受
け
付

２４け
ま
す
。

※
友
だ
ち
登
録
後
は
、
手
続
き

の
た
め
す
ぐ
に
電
話
が
か
か
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
運
用
上
、「
既
読
」
が
つ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、「
ト
ー
ク
」

に
よ
る
相
談
に
は
対
応
し
て
い

ま
せ
ん
。

■
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
〔

０

６（
６
６
０
７
）
８
８
１
４
〕（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
月
・
火

木
・
金
曜
日
、
午
前
９
時
　
分
３０

～
午
後
５
時
）

■
若
者
専
用
電
話
相
談
（
わ
か

ぼ
ち
ダ
イ
ヤ
ル
）〔

０
６
（
６

６
０
７
）
８
８
１
４
〕（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
水
曜
日
、
午

前
９
時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０

■
富
田
林
保
健
所
〔

　
２
６

（２３）

８
４
〕（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
）

４５

■
関
西
い
の
ち
の
電
話
〔

０

６（
６
３
０
９
）
１
１
２
１
〕（
３

６
５
日
、　

時
間
対
応
）

２４

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０

（
７
８
３
）
５
５
６
〕（
毎
月
　１０

日
、
午
前
８
時
～
翌
午
前
８
時
）

■
府
妊
産
婦
こ
こ
ろ
の
相
談
セ

ン
タ
ー
〔

０
７
２
５
　
５
２

（５７）

２
５
〕（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
　
時
～

１０

午
後
４
時
）

■
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

〔

０
６
（
６
２
６
０
）
４
３

４
３
〕（
毎
週
金
曜
日
、
午
後
１

時
～
日
曜
日
、
午
後
　
時
）

１０

■
こ
こ
ろ
の
救
急
箱
〔

０
６

（
６
９
４
２
）
９
０
９
０
〕（
毎

週
月
曜
日
、
午
後
８
時
～
翌
午

前
３
時
）

●
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

　
府
で
は
、
大
切
な
人
を
自
死

（
自
殺
）
で
亡
く
さ
れ
た
人
の

た
め
に
、
来
所
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
の
専
門
相
談
員

が
、
ご
遺
族
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
　
電
話
の
際
に
は
、「
自
死
遺
族

相
談
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６

６
９
１
）
２
８
１
８
〕（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
月
～
金
曜

日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　４５

分
）
へ

※
府
携
帯
サ
イ
ト
の
自
殺
対
策

の
ペ
ー
ジ
〔h

ttp

:/
/
k
o
k
o
ro
-o
s
a

k
a
.jp
/j/

〕
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み

の
相
談
窓
口
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

～
死
な
な
い
で
　
ま
ず
打
ち
明
け
て
　
そ
の
悩
み
～

あなたもゲートキーパーになりませんか   　　
～養成講座・講演会を開催します～

　あなたの周囲に悩みを抱えてつらそうな人はいませんか。

ゲートキーパー（命の門番）は、悩んでいる人に気づき、声

を掛け、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のこと

です。ゲートキーパーは特別な資格ではありません。

　養成講座を受講し、悩みを抱える家族や仲間のサインに気

づき、寄り添う方法を学んでみませんか。

　また、「こころの健康」、「地域でできるわたしたちの自殺対

策（生きる支援）」をテーマに臨床心理士による講演会も開催

します。

とき　３月２２日、午後１時３０分～３時３０分（午後１時～受

け付け）

ところ　市消防本部

定員　５０人　受講料　無料

申し込み　３月６日～、講座名、住所、氏名、生年月日、

電話番号を明記し、ファクスで保健センター〔(２８)５５２０・

(２９)７７６０〕へ（申し込み先着順、電話申し込み可）



１１

●
た
け
ち
ゃ
ん
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
三
丁
目

利
用
料
　
年
額
７
２
０
０
円
～

２
万
９
４
０
０
円
（
１
区
画
約

　
～
１
４
７
平
方
㍍
）

３６問
い
合
わ
せ
　
竹
野
さ
ん
〔


０
９
０
（
４
２
９
５
）
７
４
１

５
〕

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
・
苗
・
肥

４０

料
代
、
営
農
指
導
・
農
具
使
用

料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
、
休
憩
所
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
さ
ん
〔

　（３４）

５
３
５
１
〕

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
　
忠
一
さ

ん
〔

０
９
０
（
５
６
６
３
）

６
２
３
７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
月
額
５
０
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
、
イ
ン

５０

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、
完
全
指

導
型
）

※
駐
車
場
、
水
道
、
貸
し
農
具

あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔

　
３
６
７
４
〕

（２３）

●
も
と
き
り
ん
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
・
５
平
方
㍍
）

８２

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
、
ト

イ
レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
福
田
さ
ん
〔


　
２
１
３
６
〕

（３４）●
ハ
イ
ジ
の
里

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

８０

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
　
美
奈
子

さ
ん
〔

０
９
０
（
８
７
９
１
）

５
８
９
５
〕

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
月
額
１
５
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

２５

※
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
正
雄
さ

ん
〔

０
９
０
（
９
８
６
１
）

１
６
１
６
〕

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模

農
園
Ａ

と
こ
ろ
　
山
中
田
町
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
～
１
０
０
平
方
㍍
）

３５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
堀
川
さ
ん
〔


０
９
０
（
６
９
８
７
）
３
８
１

７
〕

貸し農園の利用者を募貸し農園の利用者を募集集

　
家
庭
ご
み
や
枯
れ
葉
な
ど
の

野
外
焼
却
（
い
わ
ゆ
る
、
野
焼

き
行
為
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
　「
煙
が
家
の
中
に
入
っ
て
息

苦
し
い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
や
灰

が
つ
い
て
困
っ
て
い
る
」
な
ど

野
焼
き
行
為
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」

と
思
っ
て
燃
や
し
て
い
て
も
、

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
迷
惑
を
掛

け
て
い
ま
す
の
で
、
野
焼
き
行

為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

　
平
成
　
年
４
月
１
日
に
特
定

３０

生
産
緑
地
制
度
が
、
同
年
９
月

１
日
に
は
生
産
緑
地
農
地
の
貸

借
制
度
が
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）

の
生
産
緑
地
の
最
初
の
指
定
か

ら
　
年
を
迎
え
る
２
０
２
２
年

３０
に
向
け
て
、
特
定
生
産
緑
地
の

指
定
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に

市
、
市
農
業
委
員
会
、
J
A
大

阪
南
が
合
同
で
特
定
生
産
緑
地

制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
同
説
明
会
で
は
、
特
定
生
産

緑
地
制
度
や
そ
れ
ら
に
係
る
税

制
度
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
の
で
、
市
街
化
区
域

内
で
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け

て
い
る
農
地
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
き
　
３
月
８
日

、
午
後
７

時
～
８
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）
１
階
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
　
特
定
生
産
緑
地
制
度
の

概
要
、
生
産
緑
地
農
地
の
貸
借

制
度
の
概
要
、
農
地
に
か
か
る

税
優
遇
措
置
の
概
要
な
ど

定
員
　
３
６
０
人
（
当
日
、
直

接
会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
内
線
４
４
４
、
４
４

９
）、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
内

線
４
５
１
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
でででででででででででででででででででででで
のののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
のののののののののののののののののののののの
焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却

野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
ははははははははははははははははははははははは

やややややややややややややややややややややや
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
まままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ

や
め
ま
し
ょ
ううううううううううううううううううううううう

生
産
緑
地
制
度
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す


